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C－81　女子大生の足部形態 と既製靴寸淑との達岫 性ヽ＼でつい７
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目的　衣服寸淑,i ，全国的身体計測等により充覚し既製 服寸政の細分ｲしに役i.つマいる．

それに沁 べ履物寸法は，サイズ（ 足長 ）表斤,のかでその他の寸法が示されマい？ い場合酢`

夕い．足部 の計測例も2  , 3   匙られろだけで研祀の余地ヵヽ ;`あろ. そこで沸 回ほ女子大生り
足部を計測し, % 製痴,寸法との重合裡について検れした．

ﾗ1法　urn  は昭in ^ 0 年/  0  気からI　｜ 月lでカイ1て約 ／ヵヽ 月,    ／3 時むら ／6 時迄 の3

時間に静岡-tr手丸生（/  8 歳～2  2 歳 ）13 !; るを鯛象,しし，人間エ.字人体計測布置会の

規定で行fi -, μ ．計測項目13,  左 右の足長，足■ti, 足囲，指長. 睡･ 呻足骨距離 ，距幅.

足背高と身麦 の∂項目である．

秘粟　1  .   足長2 2.6 ～２ 3.0 c 聡の老が最も夕く，メ ー■nーの主力生産サイズ と一致

しre. 2.  足長 の増加に伴りい, 各項目とも増加傾向を.示す．3  .   左海兎iｺ痩・中足骨距

離. 足.Eに最も夕くあらわれ■ 次いで’指長, 足背高の順で，他の項目はS^ 0 'A 以上 の者か『

ほとんどゑμ認 められりヽカN -, n ．4.  足長 との相関a,  鐘・甲足骨距麺ヵヽ <最も深く. 次い

で足ｉ ，足ti, 距幅で,  指長 ，足背高はやや閣係μあろ程度T あ っ尺．5".   足長に対する

足囲，足幅，足背あの割合ば足長μ増tic つれて減少し，漣・中足骨距離，鐘fi ，指長の

割合ほ15 とんど変伯しない，6  . 今回の訂測値『足囲 い1 ，日本工業規格r  か わく･･つの標

準呼び寸政』の婦人り イズD に追い値をとろことがわヵヽ つた．なお既製恥|で,^ウイズ表示

のりいものが夕いヵ`し 表示されろこtn< 望ましい．

C －82 妊産婦の休型について　 ぼ ろ報）
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目的　妊産婦の衣服寸借設栗の基礎貨財 を得 るニヒ£ a 的t    I  ,    昭佃ん卜i-k 年に妊産婦

2 2O例 の測定を行V い，t の秘果と本掌会で報を(  阪お。今回は周一対 象(Tl    み⌒川）・産後

I ヵ月時の月剔追跡測定£重莫的Iてn  Vい，妊娠月毎の身仏各部寸汰，各月問の噌減 ，体

型の変化７ と･£検討( rこので税李ずる。

方 次　昭和卵 払10月へ引与A- 月間に，東秀高市とｔ の述郊の妊産婦i μ列と刺丸i  （マ･ﾚ

令シ氏計刻法による）. うh  G 例13    シルエ,。ト撮影 を行 ヅ-> rこ。剥定 項目 は-fe径. 同径，

横・免状径，休戸7，休皇。子宮底長７ どの計34ii a で, 今回･割U 項目I' ついて考察l  rこ。

鈴果 （I) 妊娠A- ～lc〉ヵ月間に前胴高7､4 ，（8 ん）,股よ前後長門，（2T-/･），胴回旧cm  （

26"/O，胴部矢状径%So ≪（̂k(>％），腹角25°（ は'?幻 ，体重目H（n 幻 嗜加 し いずれもI ･/･

水準で有意 である。月間の増加a  タ～タ々月関お大で。特 に タ～6 t] 月間（ 看い 。ヽ殆 ん

r 増加I v いのほ身-ft. 跨高である。　 陶m  ■腹部矢状径の増加は，掃をよ') 犬T-.  4

ヵ月時・ 阿部植径iJ23.3c。，矢吠径u l?､6 ． で蹟径お匁で･あ る八，10  ヵ月時la 26.O●｡t VI

ヽOc帆で･矢状径 り^  ''J   る。矢疾径の匁'j-ものお`胴祁で70'A . 腹部 で･ti'Aで･ある。　 印 度
使l ﾌﾟ7月時の復元状態,ﾕ，腹角ヵヽ口 々月時の角度に殆 んi-i司(.. T-，対丈 ■ 荊胴高･^ 4,ヵ月

呼，月Q ･ 腹･ 腰困. 体重，胴部槽径は6  ヵ月時にほぼ等 い 。ヽ　 脚n 身長の相関は，前

丈, 股よ一前後長l のそべ 長径瓊§ おO､? 以よ｡,    対体皇，封 胸 ■ 腹回の岡径項目 と積・矢状

径項S ．征 重の大鈴みお0､6 朕ム・ 祁明て･･.    きわあ了低 いのほ. 対身長では周径項目，封
征重では昨高と腹肯, 対胸 ■ 腹囲では 股ji前後長 ＆除く長を 項呂と腹角である。


